
ジャパンエコトラック
自 然 を 満 喫 す る 新 し い 旅 の 形

トレッキング・カヤック・自転車といった人力による移動手段で、日本各地の豊かで多様な自然を体感し、地域の
歴史や文化、人々との交流を楽しみながら、旅をする。そんな新しい旅のスタイルが「ジャパンエコトラック」です。
統一されたデザインの公式ルートマップをベースに、ルート情報、協力店の情報、地域の魅力を発信し、受け入れ
態勢を整備することで、旅行者の快適な旅をサポートします。

第1号エリア1 境港・皆生・大山（鳥取県）
さかいみなと　 かいけ　 だいせん　

第2号エリア2 由良川・大江山（京都府）
ゆらがわ おおえやま

第3号エリア3 信越自然郷（長野県・新潟県）
しんえつ しぜんきょう

第４号エリア山形 飯豊（山形県）
やまがた いいで4

第５号エリアびわ湖・伊吹山（滋賀県）
いぶきやま5

第6号エリア やんばる本部半島・伊江島（沖縄県）
もとぶ いえじま6

第7号エリア 鳴瀬川・薬萊山（宮城県）
やくらいさんなるせがわ7

第8号エリア 土佐れいほく（高知県）
とさ8

第9号エリア
さとやまさとうみ

いしかわ里山里海（石川県）9

第10号エリア大雪ひがしかわ・南富良野（北海道）
だいせつ みなみふらの10

ルートは全国に拡大中！
2015年春に登録された鳥取県の第1号
エリアを皮切りに、豊かな日本の自然
を体験できるジャパンエコトラックの
ルートが現在全国に10エリア。今後も
さらに拡大予定です。
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ジャパンエコトラック推進協議会
養老孟司　（東京大学 名誉教授）
辰野勇　　（モンベルグループ 代表）
月尾嘉男　（東京大学 名誉教授）
嘉田由紀子（びわこ成蹊スポーツ大学 学長）
鳥井信吾　（サントリーホールディングス株式会社 副会長）
黒笹慈幾　（南国生活技術研究所 代表）
山田桂一郎（JTIC SWISS代表）
斉藤政喜　（紀行作家・バックパッカー）
内田正洋　（シーカヤッカー・海洋ジャーナリスト）
山田拓　　（株式会社美ら地球 代表取締役）

代表理事
専務理事
理事

顧問

事務局長

事務局
大阪市西区新町2-2-2 株式会社モンベル 広報部内
eMail : office@japanecotrack.net
TELL : 06-7670-3186

平井伸治　（鳥取県知事）
山田啓二　（京都府知事）
阿部守一　（長野県知事）
鈴木英敬　（三重県知事）

竹山史朗　（株式会社モンベル 常務取締役広報本部長）

http://www.japanecotrack.net/ジャパンエコトラックWEBサイト
ルートマップのダウンロードや地図アプリのGPS機能と連動が可能です。
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受け入れ態勢の整備

○ 旅の玄関口である駅・空港・港湾・道の駅などの交通拠点を
　 ジャパンエコトラックステーションとして整備し、旅行者の快適
　 な旅をサポート。
○ インフォメーション
○ 自転車や衣装装備のレンタル
○ 装備・行動食の購入
○ 更衣室
○ 手荷物配送サービス　　　など

「ステーションの整備」

新幹線飯山駅  各種レンタル

米子空港
更衣室

米子空港  レンタルサイクル・インフォメーション

「交通インフラとの連携」

サイクルトレイン サイクルバス

UDタクシー カヤックタクシー

○ 旅行者が迷わず快適にルートを楽しめるよう案内サインを整備。
○ サイクリングルートの場合は、目的地、次のランドマークまでの
　 距離、交差点でのナビゲーションを表示。
○ 登山ルートの場合は、分岐点でのナビゲーション、標高、目的地
　 までの距離など。

「サインの整備」

○ 地域の事業者によるガイドツアーを実施。
○ ジャパンエコトラックのルートを楽しめるツアーを旅行会社と
　 連携して造成し、個人旅行者だけでなくツアー旅行者を誘客します。

「ガイドツアーの実施 ・ ツアー会社との連携」

○ トレッキング・カヌー・自転車での旅を楽しめるルートの設定。
○ 統一されたデザインの公式ルートマップにより、各地域のルート
　 や地域資源の魅力を分かりやすく発信。
 　※ 統一フォーマットなので、制作し易いのも特徴です。
○ 全国展開しているアウトドアストアの店頭に設置し、広くアウトドア
　 ツーリズムファン層への訴求。
○ 英語・ハングル・中文（繁体字・簡体字）など、外国語版を作成し、
　 インバウンド促進の訴求ツールとして活用。

「ルートマップの作成と配布」

ステッカーが目印

○ トイレ・給水の対応や空気入れ・工具の貸し出し、バイクラック
　 の設置など快適な旅をサポートする協力店の充実。
○ 宿泊施設での自転車の保管場所の整備や早朝出発の対応。

　「協力店の充実」は、旅行者の利便性を高めるとともに、
　  地域の「歓迎の雰囲気」を醸し出します。

「協力店の充実」「ルートの設定」


